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三相交流を磁界共振結合方式のワイヤレス電力伝送に応用し, 大電力かつ高効率での長距離電

力伝送を目指した研究を行った. 本論文では, 三相交流の特長を生かした大電力でのワイヤレス

電力伝送に焦点をあて, 三相伝送実験と等価回路計算を行った. 実験では, 自作の高周波インバ

ータを用いて, 周波数 82 kHz の高周波三相交流を3対の共振器に印加し, 伝送距離50 ㎝におい

て3 kWの電力を総合効率70 %超, 40 cmにおいて4 kW超を総合効率85 ％での電力伝送に成功し

た. また, 等価回路による理論式を導出し, 三相平衡状態における合成相互インダクタンスを用い

た簡易な計算手法を提案した. そして, 共振器の回転に関する実験を行い, 理論式との整合性を確

認した. 


